
近況報告～広域連合では「ごみ減量化と合併後の課題」を質問します。　12／9 

のりこの登壇日は、24日午前10時からの３番目。
吉良町岡山、ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰの３階。西尾市議会最終日の翌日です。

連合では、１市３町の
「ごみ処理」「上水道事業」他を共同出資で行っていますが、
今回は、ごみ処理に絞って、一般質問を申込みました。
質問要旨は以下の通りです。

≪合併を控え、今後のごみ処理及びクリーンセンターの課題について≫
①さらなるごみ減量化をどのように進めるのか。

②一色町で行われている天ぷら廃油の有効活用は継続されるのか。

③かねて検討されている剪定枝のチップ化・堆肥化等のリサイクルは、
　どうなっているのか。

④幡豆町方式の分別収集によって、大きなごみ減量の効果が現れているが、
　合併によって後退することはないか。

⑤平成９年から建設されたクリーンセンターのごみ焼却炉の起債残高は、
　現在、どれほどか。

⑥ごみ焼却炉の耐用年数は残り14年といい、次の建て替えには
　100～150億円が見込まれている。早急に基金を積み立て、
　近隣市とも協議を進めるべきではないのか。

⑦ごみ処理には、莫大な費用がかかっていることを、もっと積極的に
　住民に知らせることで、分別・減量への協力を求めるべきではないのか。

今までは、処理だけを担当していましたが、合併後は、収集部門も一緒に
なりますから、合理的な一括対応ができるはず。期待しています。
それこそ、合併の効果ですもの。

そうそう、同時に、立派な議場も見物して下さいね。どなたでも傍聴でき、
もちろん出入りは自由ですよ。


